記 入 例

令和 ○ 年 ○ 月 ○ 日
独立行政法人日本学生支援機構
理事長　吉岡　知哉　殿

学校名　　　市ヶ谷大学印

学長　　○　○　　○　○　　　


新型コロナウイルス感染症対策助成金 実績報告書


　先に交付を受けた「新型コロナウイルス感染症対策助成金」について、下記のとおり別紙「新型コロナウイルス感染症対策助成事業 実績報告書」を添えて事業実績を報告します。


記

１．助成金交付額		　　　　　　　６００，０００　円	（ア）

２．支援実績額		　　　　　　　６００，０００　円	（イ）
　　　　うち日本人学生等に対する支援　       ４５０，０００  円	（イ－１）
　　　　うち外国人留学生に対する支援　       １５０，０００  円	（イ－２）

３．精算額（ア）―（イ）	　　　　　　　　　　　　　０　円	（ウ）


以上


連絡先
	担当部署名
	　学生部 学生支援課

	所在地
	　〒123-4567　東京都〇〇市〇〇町　１-２

	担当者名
	　〇〇 〇〇

	電話番号
	　012-345-6789
	ＦＡＸ番号
	　012-345-9876

	E-mail
	　abcdefg@ichigaya-u.ac.jp





別　紙

新型コロナウイルス感染症対策助成事業
実績報告書


１．学校名等
学 校 名 ：   市ヶ谷大学 　　　　　　    
学校番号 ：   １２３４５６ 　　　　      

２．学生等への支援の内容
　　①　遠隔授業を受けるための経費
　　②　学生生活を送るための食費
　　③　修学のための教材（参考図書など）購入費
　　④　一時的な帰省または帰省先から戻るための交通費
　　⑤　その他新型コロナウイルス感染症対策として支援する①から④に類する経費

３．事業の概要
	① 支援の内容
本遠隔授業を受けるための通信費（ルーターの利用料等）の一部に対する補助
② 支援の対象
本学が面談を経た上で、経済的に困窮していると認めた者
③ 支援額
経済的に困窮していると認めた者　　・・・１万円／人
特に経済的に困窮していると認めた者・・・２万円／人
④ その他
希望者の支援額が「新型コロナウイルス感染対策助成金」の助成額を上回った場合には、本学の財源を充てて支援を実施

	※ 本欄に記載いただいた内容は、日本学生支援機構のＨＰ等の広報媒体で紹介させていただくなど、適宜、寄附の受入促進等を目的とした広報媒体に活用させていただく場合があります。





４．事業費
	支援事業全体の事業費総額〔Ａ〕
	

	
	うち「新型コロナウイルス感染症対策助成金」
を充てて支援した金額〔Ｂ〕

	１，２００，０００円
	６００，０００円（イ）


	
	
	うち日本人学生等
（イ－１）
	４５０，０００円

	
	
	うち外国人留学生
（イ－２）
	１５０，０００円



５．支給対象者数
	支援事業全体の支援対象者数〔Ｃ〕
	

	
	うち「新型コロナウイルス感染症対策助成金」
を充てて支援した人数〔Ｄ〕

	８０人
	４０人

	
	
	うち日本人学生等
	３０人

	
	
	うち外国人留学生
	１０人



６．「新型コロナウイルス感染症対策助成金」による支援の単価と対象者数
	支援対象区分
	支援単価
（１人あたりの支援額）
〔Ｅ〕
	支援対象者数
〔Ｆ〕
	支援実績額
（〔Ｅ〕×〔Ｆ〕）
〔Ｇ〕

	日本人学生等
	２０，０００円
	１５人
	３００，０００円

	日本人学生等
	１０，０００円
	１５人
	１５０，０００円

	日本人学生等　小　計
	３０人
	（イ－１）
	４５０，０００円

	外国人留学生
	２０，０００円
	５人
	１００，０００円

	外国人留学生
	１０，０００円
	５人
	５０，０００円

	外国人留学生　小　計
	１０人
	（イ－２）
	１５０，０００円

	合計（日・外）
	２０，０００円
	２０人
	４５０，０００円

	合計（日・外）
	１０，０００円
	２０人
	１５０，０００円

	合　　計（日・外）
	４０人
	（イ）
	６００，０００円




７．助成金の執行状況
	助成金交付額（ア）
	６００，０００円　

	支援実績額　（イ）
	６００，０００円　

	（ア）―（イ）
	０円　



８．支給対象者からの声
支援を受けた学生等からの、支援に対する声などがありましたら、次の枠内に御記入いただければ幸いです。（任意：自由記述）
	

支援の際のアンケートや窓口などで、学生等から今回の支援に対する声が届きましたら、寄附者の方々などにお伝えしたいと考えております。
もし、そのような声が届きましたら、こちらの欄へ御記載いただければ幸いです。

	※ 本欄に記載いただいた内容は、日本学生支援機構のＨＰ等の広報媒体で紹介させていただくなど、適宜、寄附の受入促進等を目的とした広報媒体に活用させていただく場合があります。





実績報告書の作成にあたっての留意事項


「新型コロナウイルス感染症対策助成金 実績報告書」（以下「助成金 実績報告書」と言います。）及び「新型コロナウイルス感染症対策助成事業 実績報告書」（以下「助成事業 実績報告書」と言います。） は、「記入例」を参考にしていただきつつ、記入欄ごとに次の事項にご留意の上作成してください。

Ⅰ　助成金 実績報告書
１．助成金交付額
〇 交付決定通知により日本学生支援機構から通知された「交付決定額」を記載してください。

　２．支援実績額
〇 本助成金を活用して学生等を支援した実績額を記載してください。
〇 この欄に記載する金額は、「助成事業 実績報告書」中の
・「４．事業費」
・「６．『新型コロナウイルス感染症対策助成金』による支援の単価と対象者数」
・「７．助成金の執行状況」
の（イ）に記載する金額と同じ金額となります。
　　● うち日本人学生等に対する支援
○ 上記の「支援実績額」のうち日本人学生等（留学生として受け入れた学生以外の学生を指します。）を支援した実績額を記載してください。
○ この欄に記載した金額は、「助成事業 実績報告書」の「４．事業費」の欄の（イ－１）と同じ金額になります。
　　● うち外国人留学生に対する支援
○ 上記の「支援実績額」のうち外国人留学生を支援した実績額を記載してください。
○ この欄に記載した金額は、「助成事業 実績報告書」の「４．事業費」の欄の（イ－２）と同じ金額になります。

３．精算額（ア）－（イ）
〇 （ア）－（イ）により算出した金額を記載してください。
〇 この欄の金額が１円以上である場合には、当該金額を当機構に返納していただく必要があります。該当する学校に対しては、改めて手続きについて連絡させていただきます。


　４．連絡先
〇 各記載事項について、以前、交付申請書を提出いただいた際に登録した「連絡先」の情報に変更がある場合には、本欄に記載してください。
〇 特に記載がない場合には、交付申請の際に登録いただいた情報を基に連絡をさせていただきますので、記載の必要はありません。


Ⅱ　助成事業 実績報告書
１．学校名等
〇 学校の名称と「学校番号」を記載してください。
〇「学校番号」は当機構から郵送された通知文「新型コロナウイルス感染症対策助成金の上限額について（内示）」の右下部分などに記載されています。

２．学生等への支援の内容
〇 本助成金を充てて実施した支援事業による学生等への支援の内容について、①から⑤までのうち該当するものについて、番号を「〇」で囲んでください。
〇 番号を「〇」で囲まず、該当するもののみを記載（他の該当しないものを削除）いただいても差し支えありません。

３．事業の概要
〇 支援の内容、支援の対象、支援額などについて記載してください。記載の方法は自由ですので、箇条書きでも、文章形式でも、適宜、事業の実施形態等に合わせて記述しやすい方法で記載いただいて差し支えありません。
〇 記入欄の枠線は、適宜大きさを変えていただいて差し支えありません。
〇 この交付申請に係る支援事業全体の経費の一部に本助成金を充てて事業を実施した場合や、本助成金に大学独自の財源を上乗せして実施した場合には、その旨が分かるような記述をお願いいたします。
○ 本欄に記載いただいた内容は、日本学生支援機構のＨＰ等の広報媒体で紹介させていただくなど、当機構の各種広報媒体に活用させていただく場合があります。もし、これらの広報活動に活用することに不都合がある場合には、「公開を希望しない」旨を御記載ください。

　４．事業費
　（１）支援事業全体の事業費総額〔Ａ〕
〇 本助成金を充てて実施した支援事業の全体の支援総額（実績額）を記載してください。
〇 この欄に記載いただく金額は、本助成金と大学等の独自の財源等の合計額となります。
〇 経済的支援として学生等に交付した金額についてのみ記載してください。交付するための事務経費（人件費、通信費、振込手数料等）は、この欄に記載する金額には含めないでください。
〇 大学等の独自の財源等を充てず、本助成金のみを財源として支援事業を実施した場合、この欄には、右の「うち「新型コロナウイルス感染症対策助成金」を充てて支援する金額〔Ｂ〕」と同額を記載してください。
〇 本助成金を充てた支援が終わった後も、大学等の独自の財源等を充てて継続して支援する場合など、支援事業全体としては実績総額が確定していない場合には、この欄には「 ― 」（ハイフン）を記載してください。
　（２）うち「新型コロナウイルス感染症対策助成金」を充てて支援した金額〔Ｂ〕
〇 〔Ａ〕のうち、本助成金を充てて学生等を支援した金額を記載してください。
〇 この欄に記載した金額は、
・「助成金　実績報告書」の（イ）
・「助成事業 実績報告書」の「６．『新型コロナウイルス感染症対策助成金』による支援の単価と対象者数」の（イ）
と同じ金額になります。
○ また、この欄に記載した金額は、次の「うち日本人学生等（イ－１）」と「うち外国人留学生（イ－２）」との合計額と同額になります。
　　● うち日本人学生等（イ－１）
○ 上記の（イ）のうち日本人学生等（留学生として受け入れた学生以外の学生を指します。）を支援した実績額を記載してください。
○ この欄に記載した金額は、
・「助成金 実績報告書」の（イ－１）
・「助成事業 実績報告書」の「６．『新型コロナウイルス感染症対策助成金』による支援の単価と対象者数」の（イ－１）
と同じ金額になります。
　　● うち外国人留学生（イ－２）
○ 上記の（イ）のうち外国人留学生を支援した実績額を記載してください。
○ この欄に記載した金額は、
・「助成金 実績報告書」の（イ－２）
・「助成事業 実績報告書」の「６．『新型コロナウイルス感染症対策助成金』による支援の単価と対象者数」の（イ－２）
と同じ金額になります。

　５．支援対象者数
　（１）支援事業全体の支援対象者数〔Ｃ〕
〇 本助成金を充てて実施した支援事業の全体の支援対象者数（実績人数）を記載してください。
〇 この欄に記載いただく人数は、本助成金と大学等の独自の財源等とを合わせて支援した人数の合計となります。
〇 大学等の独自の財源等を充てず、本助成金のみを財源として支援事業を実施した場合、この欄には、右の「うち「新型コロナウイルス感染症対策助成金」を充てて支援した人数〔Ｄ〕」と同人数を記載してください。
〇 本助成金を充てた支援が終わった後も、大学等の独自の財源等を充てて継続して支援する場合など、支援事業全体としては支援対象者数が確定していない場合には、この欄には「 ― 」（ハイフン）を記載してください。
　（２）うち「新型コロナウイルス感染症対策助成金」を充てて支援した人数〔Ｄ〕
〇 〔Ｃ〕のうち、本助成金を充てて学生等を支援した人数を記載してください。
○ この欄に記載する金額は、「６．『新型コロナウイルス感染症対策助成金』による支援の単価と対象者数」中の「合計（日・外）」の欄に記載した支援対象者数と同じ人数となります。
　　● うち日本人学生等
○ 上記の〔Ｄ〕のうち日本人学生等（留学生として受け入れた学生以外の学生を指します。）を支援した実績人数を記載してください。
○ この欄に記載した金額は、「６．『新型コロナウイルス感染症対策助成金』による支援の単価と対象者数」の「日本人学生等 小　計」に記載した支援対象者数〔Ｆ〕と同じ人数になります。
　　● うち外国人留学生
○ 上記の〔Ｄ〕のうち外国人留学生を支援した実績額を記載してください。
○ この欄に記載した金額は、「６．『新型コロナウイルス感染症対策助成金』による支援の単価と対象者数」の「外国人留学生 小　計」に記載した支援対象者数〔Ｆ〕と同じ人数になります。

６．「新型コロナウイルス感染症対策助成金」による支援の単価と対象者数
今回の支援事業のうち、本助成金を充てて支援した部分のみの内容について、「日本人学生等」への支援、「外国人留学生」に対する支援及びその合計（「合計（日・外）」）ごとに記載してください。
なお、（イ）、（イ－１）及び（イ－２）については、「助成金　実績報告書」及び「助成事業 報告書」の中でこの番号が記載された他の項目と一致することになりますので御留意ください。

　（１）支援単価（１人あたりの支援額）〔Ｅ〕
〇 支援する学生等１人あたりの支援単価（本助成金を充てた分）を記載してください。
〇 支援単価を複数設定した場合には、その全ての単価を記載してください。
〇 表の行数は、必要に応じて適宜、追加または削除していただいて差し支えありません。
〇 本助成金に基づく支援額は１人あたり10万円が上限となっています。したがって、この欄に記載する金額が10万円を超えることはありません。
　（２）支援対象者数〔Ｆ〕
〇 〔Ｅ〕に記載した支援単価ごとの支援対象者数（計画数）を記載してください。
〇 この〔Ｆ〕の欄の合計は、〔Ｄ〕の欄に記載した人数（日本人学生等と外国人留学生との合計）と同人数となります。
　（３）支援額（〔Ｅ〕×〔Ｆ〕）〔Ｇ〕
〇 〔Ｅ〕に記載した支援単価ごとの支援額を、〔Ｅ〕×〔Ｆ〕により算出して記載してください。
〇 この〔Ｇ〕の欄の合計額は、〔Ｂ〕の欄に記載した金額（イ）を同額となります。

７．助成金の執行状況
　（１）助成金交付額（ア）
〇 日本学生支援機構から交付を受けた助成金の金額を記載してください。
〇 この欄の金額は、「助成金 実績報告書」の（ア）に記載した金額と同額になります。
　（２）支援実績額（イ）
〇 「４．事業費」の（イ）及び「６．『新型コロナウイルス感染症対策助成金』による支援の単価と対象者数」の（イ）に記載した金額を記載してください。
〇 この欄の金額は、「助成金 実績報告書」の（イ）に記載した金額と同額になります。
　（３）（ア）－（イ）
〇 上記の（ア）から（イ）を差し引いた金額を記載してください。
〇 この欄の金額は、「助成金 実績報告書」の（ウ）に記載した金額と同額になります。

８．支援対象者からの声
日本学生支援機構では、今後も寄附を募り、学生等の支援のために役立てたいと考えております。もし、支援の際のアンケートや窓口などで、学生等から今回の支援に対する声が届きましたら、寄附者の方へお伝えしたいと考えております。そのような声が届きましたら、こちらの欄へ御記載いただければ幸いです。（御記載は任意です。）
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